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1. はじめに

　部品内蔵基板は電気検査が難しいと考えられてきた。画
像検査や X線検査などの手法とは異なり，電気検査では回
路や部品への通電が必要であるが，部品端子は基板内に埋
め込まれているため直接プロービングができない。また，
プリント配線板と実装基板の性質を合わせ持つため，これ
ら両分野の検査が必要なことも部品内蔵基板の電気検査を
難しくしている。
　しかし，これらの問題は部品内蔵基板に特有のものでは
ない。最近の高密度実装基板では，表面実装部品の部品間
隔が狭小になり，内蔵部品が無くともプロービングが困難
なことが多い。複数の機能が 1つに凝縮されたモジュール
の採用も増えてきており，複合化された電気検査は部品内
蔵基板以外でも必要となった。
　高密度実装基板の電気検査のために開発されてきた手法
は，同種の課題を持つ部品内蔵基板の電気検査にもそのま
ま応用ができるものである。本稿では，高密度プリント配
線板や実装基板の電気検査の手法を紹介し，これらを活用
した部品内蔵基板の電気検査について解説する。

2. 部品内蔵基板 電気検査の4要素1)

　部品内蔵基板の電気検査に最低限必要な検査項目を，図
1に示す。部品内蔵基板はプリント配線板内に部品を実装
した基板であるから，プリント配線板としての電気検査と，

実装基板としての電気検査が必要である。プリント配線板
として考えた場合，少なくとも下記の検査が必要である。

1. 断線検査：内蔵部品との接続がない導体パターンに断
線がないか ?

2. 短絡検査：ネット間に短絡がないか ?
 実装基板として考えた場合には，上記の 1，2に加え
て下記の電気検査が必要となる。

3. 部品の接続性検査：内蔵部品はパターンときちんと接
続しているか

4. 定数検査：内蔵部品の定数は正しいか ?
　1から 4の要素は従来からベアボードテスタやインサー
キットテスタで行われてきた検査項目ではあるが，部品内
蔵基板電気検査においてはこれらを従来のままの手法で実
施するだけでは品質保証には不十分な場合がある。また，
検査の実施方法が適切でないと，部品内蔵基板を破壊して
しまうこともある。次節以降では，従来のプリント配線板
や実装基板の検査方法をどのように部品内蔵基板に取り入
れていくか説明する。

3. 断線検査と短絡検査

　断線検査と短絡検査はプリント配線板の検査，実装基板
の検査，そして部品内蔵基板の検査には必須の検査項目で
ある。本節では，プリント配線板の断線検査と短絡検査，
実装基板の断線検査と短絡検査の違いを説明し，部品内蔵
基板ではこれらの検査をどのように実施していくか考察す
る。
3.1	 プリント配線板の断線検査と短絡検査

　プリント配線板の断線検査では，図 2のように直流定電
流をプローブを介してパターンの両端に印加し，その間の
電圧を測定する。印加電流値，測定電圧値からパターンの
抵抗値を計算し，この抵抗値があらかじめ定められた基準
値以下であれば良品と判断する。印加電流は検査する装置
の仕様に依存するが，パターンの許容電流値以内で，でき
る限り大きな電流を印加することが望ましい。このため，
検査電流は 200 mAもの大電流となる場合があるが，この
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図 1.　部品内蔵基板 電気検査の 4要素
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